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ゴミ袋問題に関する緊急要望書 

 

 臂市長におかれましては市民生活の安定のために日々ご尽力いただいておりますことに、

心より感謝申し上げます。 

 5月連休明けに市指定の燃えるゴミ袋が品薄になってからとられた、指定ゴミ袋以外でも

白又は透明のゴミ袋なら収集可能という緊急措置の期限が 8 月末に切れました。しかし、9

月になっても店舗によっては相変わらず「買いに行ったが棚が空だった」という声が市民か

ら寄せられるなど、品薄状態が完全に解消されておりません。 

 市民の手元には数十枚単位で販売されていた白又は透明のゴミ袋がまだあり、これが使え

なくなると袋そのものをゴミにするしかないなど矛盾が生じます。 

 さらに、一部委託事業者が 9月に入ると白又は透明な袋には「指定ゴミ袋ではないので収

集できません」というシールを貼り、残していったコースがあるという情報も寄せられてお

り、現場での対応も混乱しているようです。 

 また、来年１月からは物価高騰対応の補助金が無くなりゴミ袋が値上がりする予定ですが、

この情報が広がれば年末には大量に購入する市民が増え、再びの混乱が予想されます。 

 そこで、下記項目に関して、緊急に要望させていただきます。早急な検討と対応をお願い

致します。 

記 

 

１， 安定的に指定ゴミ袋が購入できる状態になり、また、市民の手元にある白又は透明の

ゴミ袋が無くなるまでは、経過措置として指定ゴミ袋以外も収集することを、委託事

業者及び市民に周知してください。 

２， ２０２７年以降もゴミ袋の値上がりを防ぐため、市の補助を続けてください。 


